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‘はじめに

　現代の母親は，過去の時偉り母親に比没， ．育児や教育

神眺購は・非匙盤飾る・帆 同町子供
の囎顧いて強い鞍齢ち帥ヨら・日姓沸蜘
・る母輝蹴やるこ播痢 騨砺る嫁臨地
’球に適当な相談相手をもたなが母糧達1劃 孤独をか 監

ち，自己の世界に閉じこもり，不安を強めてゆくことに

1なるo　　　　　　　　　　　　
』’ ㍗　　　』　1≧㌧

　こうした状態を改善するために，個々人を対象とし，一

｛個々の母親の動きに期待するようなやり方では，・母親の

繋した生瀧鱗することは不磯画り嘩吻中
oにとけこんだ7まわりの人々 との連帯めもとでの対応が

考えら纏ゆか1な嚇壱紘醜い。こφよう な意味蔦

母親ク、ラブの如き地域縄織の存在の意義は極めて大きい

駅である。子橡礎養育の問題？多くも，：』母鶏同志の語し．

‘合いめ中で解決されてゆく砥ずである。

　子ども達にして も，彼等は，地域社会の中で育つもの

で南窮．そ監粧戟暉離レ葬峯モうで生活す多導教恥、不

可能で南う告稼箏｝客㌧填塚9子翠もや大く≧㊨摯簿ρ堅r

窟．礁蝉卿煙解学び乳郷蝉す喬鳶哩
要さ葬・ 琴犀導き額学をで砂‘』群ずで喬う。薄舞ぐ乏ブ

璽溝動を通恥、辛』茎も津摂・r興騨余とヤ1う．も4）を恥で：

邸し・そこに螂務痙瞬僻もつこ鱒で騒
としたら通桝・ 輝戦巴と擁騨学ん塵、と
になろ％．．

又識近餌繊曜騨拶醜に鱗ヤ・て咳囑

》～纏働硲緬匪麟＠丁も凋即中吻
み止って》・たのでは隈界びあ凱広い社会的視野め上に

立つことも不可能驚ろう遷レ嘩興即嘩喀臨

的鯉で硝児な轍馳 やは蝉騨卸魯との
驚鰹の勅獲熟てくる蟄価る己・
　このように，母親クラプの活動｝劃．尽稗契子ども，地

撰社会にとって・棒めて大きな意義をもっも停で夢り・

今後更に活発な活動が期待される．もめ といえる。

1　研　究 目　的

　今回の研究は）児童の健全育成を図るためには不可欠

，ともいえ．る母親をプ中心とした地域組織活動の中でも，

代表的な存在である母親クラブの活動を， 更に強化し有

・効に働かせるには，如何なる組織，運営がなされなけれ

・ばならないか，ということの解明を目的としたものであ

る。

　そのために，現在の母親クラプゐ実態調査を通すで，㌧

組織∫運営における問題点や留意点を明確にし，母親グ

ラプの指導指針作成上に必要な資料を得よう乏する’もの

である。　　　　　　　　　　　　　　　一

皿研 究　方　法

研究は，次の二っの方法で行なった。

くイ）質問紙調査

問紙調査は，全国の母親ク・ラブから，各県工0凌20を

選び，』138の母親クラブに質間無を送付し〆り一ダ逢み一
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意見を聞き，更に・秋田県と愛知県では・母親クラブの

メンバー約500名にも質問紙を配布し，回答を求めた。

回収率は，180厚90％であった。一1
．．

　一方，児童館が母親クラブとどのように結ば胞ている

かをみるために，全国の児童館と，児童館との遮携のも

とに活動を行なっている母親クラブに質問紙を送付し，

回答を求めた。この調査の回収率は40～50％であった。

（ロ）面接調査

　面接調査は，秋田県では，全県の母親クラブから・ぞ

れぞれ1解2名のリーダー及び母親に集まってもらい，

地域の実状について報告を求め，行政の在り・方などにウ・

いて討議を行なうと同時に，協和町，雄名町の2ケ所で’

母親達と話し合いの機会をもった。

　愛知県では，豊田市辱2ケ所，元好町で1ケ所，計3；

ケ所の会場で，母親達50名を対象にした話し合いを行ウ

たo

1。調査目的・対象

皿　調査結果。母親クラブの現状

　児童の健全育成を効果的に展開するためには，行政機

関の活動と同時に，地域住民による積極的な地域粗織化

準動が必要不可欠である。母親クラブは・戦後・地域住

民の自発的な発馨として・母親クラブ・母の会・親の会

等の各称めもとに各地で組纈化され発展してきた。昭和

23年には，厚生省児童局から「母親グラブ結成及び運営

要繹』が畢示され』公的施策として推進されてきた。昭

和48年3月31日現在，41都道府県k21，456の組織があ

り，会員数が1，565，330人に達している。

　本調査は・母親クラブの実態を解析し，クラブの絶織

及び運営上の効果的な要件を抽出することにより，活動

の指導指針を作成するための基礎的データーを集積しよ

ラとするものである。実態把握参ため，次のような調査

を実施した。

　　A，母親クラブのメンバーを対象とした調査

　　B，母親クラブのリーダーを対象とした調査

　　C，母親クラブのメンバー， リーダーとのグループ

　　　 インタビュー

　　D．児童館と連携している母親クラブの調査

　　E・母親クラブと連携している児童館の調査

　Aのメンバー調査は，全国の母親クラブのうち，　「ク

ラブの結成年次が古い県」と「クラブの結成年次が新し

い県」の理念型をつくり，この条件に夕最も近い県とし

て，秋田県と愛知県を抽出した。これらの県から，221

（回収率88，4彩），249（同99．6％）の回収標本を得

たo

　Bのリーダー調査1弟．全国各地に亘る13県の母親クラ

ブのり一ダー133人（同96・4％）の回答を得た。このう

ち・市部で生活している者56％，郡部で生活している者

43％である。

　Cのグループインタビユーは，メンバー調査，リーダ

ー調査を実梅した秋田県p愛知県において研究スタッフ

が直接，メンバー，リーダー♪行政担当者とのグループ

インタビューを実施した。これらの資料は事例としても

使用している。

　Dの調査は195，Eの調査は106の回答を得た。
　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』、

2。調査結果

Aメンバー調査　　　　　　ご
①メンバーの個人的状況

　母親クラブに参加している母親達の年令は，第1表の・

如く，20代までの若い母親は少なく30才代が70％を占め・

ている。これは， 第2表の子どもの年令と合せて考えれ．

ば，活動内容，プ官グラム作成に，いくつかの手がかり・

が得られることであろう。

第1表　メンバーの年令 （％）

年 令

県　別
秋　田　　愛知 計

2・才未司
Il

2・一29才11…15・2117・4
3・一39才15乳418a・ll窺
4・一49才12乳6112・4！1・9・6

5・才以上1生51・・4112・3
N．　　A．

・・51 一11・・2

計
100，0　100．01100，0
（22・）　（249）1（47・）

　メンバーが現在の地に居住するようになって何奪にな

るか，との設問への回答が第3表である。秋田の方が居・

住年数の長い率が高、く，そこからクラブヘの所属年数も、

長くなり（第4表），又，活動への期待，評価の面でも夕

地域への関心が高くなっている（第8表，第10表）。大

都市のように流動のはげしい地域ではp住民意識は育ち．

にくいといわれているが，そのことが，うなづける一つ’

の資料と考えてもよいであろう。

②クラブヘの入会契機と参加状況

q
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第2表子どもの数，年令別

第1子　　第2子　　第3子 第4子 第5子 計

洲愛秋愛・愛レ秋 秋陵 撃1肇 秋田1愛知
・・一 βい1 ・？レ』2…いエ1 121・i T331航8％い6匡8％

3－5才1 17151、2＄1・471
81281 Il

・L－1 ”r531・砿9・ 8・「鳳3

6一・・才　6gl・3・17・1・窃6 28 3・1
41 2 1 ・1・7嘔・1 3・1／誌3

・2一財／ 5・159134134』7171 ／ 卜 1 Ig21・＄gi ・・91 血7

15才・以上　76i461431 を11・2
41

・121 ゴ1』・3612乳957睡

不　明　・I　rlr71131 i 卜1 卜21軌4レユ・τ・L8

計 卜22・1　巨931　1641
181 1』一2／ 』14871・・α・15651・α・

第3表在住年数

年数

県別 田愛知　計

3 年 未満1・・81…811 6・』6

3－
9年卜2・・313生・II 28・・

…一 2・年卜・32∫6卜4・・3［136・5

2・一3・
年二 ・・9』・14・811…5

を聞き，積極的に入会した」と．「すすめられてなんとな

く」　「断りきれずに」など，さまざまな動機が推察で煮

＝る。この参加の契魔さらにr依存的タィプ戸主卿

iタイプ』「消極的タィプ」に分輝しなおしてみる≧フ教

田では，47＝ 35＝工初，愛知では48：21鵬％と・な射

秋田では主体的タイプドー愛知では消極的タイズが多避薫

捕注目さ網㌧・正 　　』　・ i
第5表　入会契機』〆

3・年以上1 u25‘317・ 611・6・・

N，・A－1』 12・補r 1・3

計
100．0　　100，0　　100，0
（221）　（249）　（470）

第4表所属年数

年数

県別 田愛知　計
1・’ 未満1『・9・51 2鎌、II24・・

1年
1 ＄、・135・811 22・8

3年．

iマ・2126・gl

4年 9・・1・・4114・5

5年以上1－3…41 ・・41114・5ぱ

　　　　　　県 ・別』

入会契機』
秋　田 愛　知

　一：
　

的醸晦じて述113訊5i 21．3 27．0

　　　　　　　“からすすめられて 46．5 釧
4ケ』5’

広報噛嘩菰． ゴ．4 ■1［ 0軌61

なんとなく 卜＆6 陶1L2、ll
ミ1α0

磐つけられてやを 1“5 』2，4、
㌧1．5

知らないうちに会員に一
っていた 州

玲・、ll
∵8・9．．

そ　の　他 い・81
・・2”

べ 1』5

N，　　A． I ・1

圃 ま0

計

1100．0（221）
、100，0、

（24』9）

・100・Ql（チ70）

N．　rA．‘ iβ・q 3・2』

計
100‘0　 100．0　　100．O

l（221） 　（249） 　（490）

　クラブヘの所属年数は，秋田では5年以上が30。4％を

占め最も多く，愛知では一1年台が35．8％で第、11位で あ

る。入会の契機は，両県共， 「人からすすめられて』が

大きなウエートを占めているが，それには， 、「活動内容

クラブ活動への参加の状況は第6表にみる通りである

演，入会契機との関連でみてみると，、「主体的タイプ」

の参加回数の多いことが分り，参加回数とヤ・う表面的事

象のみで考えることの危険性はあるにしてもゴ1 主体的参

加の重要性がう なづける。　

母親がクラブ活動に参加することを1家族の者炉どの

ように受けとめるかは，参加の状況への影響も大きヤ）と

思われる。第7表に現われているが「まあ1 協力的♪と

「よく理解し協力してくれる』の家族からの支援がある

一211一
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第6衷　参加回数 第8表　クラブ活動への期待

参加回数

県　別
秋　田　　愛 知 計

1 回

2 回

7蛋・い似gII5a4

3 回

・5・812絃6112a8

4

．3・216・・ll．4・7

回 1・・51・・411・、4

5回以上 1砿5！ r！α2
N．　　A．

計

5・gI鉱・II・5．5

100．0　　　100．0
（221）　（249）

100．0
（470）

第7豪　家族からの支援

支援の状況

県　別
秋　田　愛知　　計

義葛理解し塀力してく14・・ナ1 琴6，51133，2

まあ，協力的

無　関心

1538145・・1ゆ2

反対する人がいる

臥・12砿gl・歌4

N。　A．

計

1砿51α41［・・41 I　g・211載8

100．0、　100．0　　100．0
（221）一（249）　（470）

期　待

県　別
秋田　愛知　　計

務郷鷲警慧騨’て・r4生2146，51145，5

葱髪き合いが深められると12a5・乳gll2・．1

鰹憲繋たちのためIF役立128・912i．g”25，2

そ　の　他 名・『き・61
2，8

別に何も期待しなかった

N．　A．

1L土坐9z41 6・511
4，5

計
　　　　　ド100．0　工00．0’100．0
（253）（279）1（532）

第9表　クラブ活動への参加内容

グループは，秋田では95％，愛知では72彩，反対に「無

関心に「反対する人がいる」の支援のないグループは6

％と21％になづている。ここでの差は，愛知に比ぺ，秋

甲の方がクラブの歴史が長いこと，親の会として地域ぐ

るみ，家族ぐうみのプログラム奉展開していることなど

によるのではなかろうか。

③クラブヘの期待と評価

　クラブヘの参加時，活動にどのよラな期待をもってい

たかジということは，母親達のクラブヘの認識を知るこ

とができる≧共に，活動のあり方を考えるポイントにな

るともいえる。両県共，「 子供の育て方や，教育につい

てより多く学ぺると思った」と，母親自身の学習が最多

で・秋田では3割弱・愛知では2割強の母親が「地域の

子ども達のために役立っと思った」と，地域的な連帯に

目を向けている。これを年令別に目を向けてみると　若

い母親ほど「地域の子ども達のために役立っと思った」

ぷ少なくならており，注目しなければならない点であろ

う。

　そして7母親達が実際にどのような活動に参加してい

るか「あなたは，r主にどのような活動に参加しますか」

活動内容

県別
秋　田　愛知　　計

児童の事故防止活動 2・・4・L6い6・・

読轡活動 12・・／2・512・3
親子のレクリエーショ
ン

3島814生7！13＆6

蟷教育1こ関する学巨7・・1・1，311・4，2

その他

　　　18・・1

名2『a8112，5
N．　A． ・・6い・・II4・9

計 100．0　　100．0　　ユ00．0
（357）　　　（354）　　　（711）

の問により得られた結果は，第9表の通りである。

「現在，母親クラプの活動を通して，あなたは，どのよ

うなことを感じていますか」という問により・現在の活

動に対する評価を求めてみた（第10表）。　r自分の向上

に役立っている」「活動が楽しみである」　「地域の役に

立っていることが嬉しい」の積極的評価グループと「人

間関係がわずらわしい」　「活動内容が思うようでない」

「無駄と思う」「今すぐやめたい」の消極的評価のグル

ープとの割合は，秋田ではン88：9％，愛知では73：12％

と，前者に穣極的評価の割合が商く，後者に消極的評価

の割合が，やや商くなっている○

　「あなたは，リーダーとしでどんな人がよいと思いま

すか」として，メンバーの求めるリーダー像を問うてみ

た。秋田では， 「積極的に行動する人』63名，　rリーダ

ーシップのある人」53名，「会員の気持をよく理解する

人」33名。「誰からも好かれる温厚な人」30名，「協調

性のある人」23名，　「秘密が守れ相談しやすい人」15名

一2工2一
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第10表　グラブ活動への評価

評価内容

県 別秋田、愛知奇

灘難畢iilllil
入閥関係潜わず1うわし℃

活動内容が母・うようで、ない

；無駄である と1思う

今すぐやめたv・

」・7・

5坐卜刊ユ18 L壁

L劇1
［φ蓬、

その他

計
100．0100．0　100，0
（266）（279）（545）

第U表参加率

参加墜’［

ゴ
　塞二』、 ．数． ％

40％　以下
：マ 5．3

4・・一’、測マ「7醜…9 6．8

5・マ略σ
一甲 』H

171
5．3

61　－　70　　　ig　　　14，3
一㎜一一■皿r【，r　r』』騨［』r柵魎』”｝－㌣，阿一甲，』

■｝’り’ 『　冒昂’‘陶一［’臼｝暫』』』7”“一

171　　～　180i
518 13，5

・一一・誕一

1・一・“9σt 『r 5 一’ r3

一91　一・一唾0び 『55 『

41b 4・
”

わからない
3，1、．

2．3

「貴任感のある人」15名デ「信頼さ劃喬人』 耳名などで

ある。

　愛知では「リーダーシップのある人」45名，「他人の

潮をよくきき，瀞の躰なり・伽の半蜥φ鮮る

・人」24名， ∫「積極的な人∫21名，　「人から好かれ信頼さ一

れる人」17名などである。両県共無解答がエ01人，U3

人とかなり多い。リーダーに対する期待が低いためか，

ある幅関心がないの酬柳’争な嘩，いず沸
しても注目すべき事項であるo

、B　リーダー調査

①母親クラプ結成の契機と繊形態

　クラブ結成の殆んどが，昭和48年度以降で63，9％，27

葬度からのもの｝瓢3％である9国庫補助による母親ク

ラブ活動要綱瀞厚生省より出され典のが48年度であり，

これが契機となっていることが明ら参であるo

　活励への参加率は，第翼家のように高 くなっているg

、この商率の背景には駒二つの意味が潜在してい為と考え

ら恥る。その剃草・・全く行政指導型で考すすめられて卯

臨出席であるこ≧，その二は1行政指導により母親の主体

性が発揮されてヤ・る場合である。現実には・後者は少な

い。クラブ結成の契機（第12表〉を考え合せ，現段階で

蓮ま， 状況判断のもと1こ，適切な行政指導がなされること

、により，母親の主体性を創り出す機能が求められている

といえよう。

　クラブ組織のタイプは，ト大きく分け，タテ型 と ヨコ

型，あるいは，官僚型と相互関係型に二分できるる、第ゴ

図のタテ型67．6％y第2図のヨコ型32・3％になづてお

り，r前者は行政主導型の契機をあっクラブに多一くみられ

第12表　クラブ結成の契機『

契　機

　　一　　　　　　「

　数　　　％”≧

　　’
役所指導　　　1 57

　　　42，2一

母親朗の自主卿ぎ1 20、　　　潮L81

役所ナ母親の主体性 47　　　　す4』8－r

そ、の他 1”1・1 亀・1

第1図タ テ』

、、含r課＼： 理　事

総 務

会 計

副会長．

匡亙］1 企　画

班一 r班・』 班 』班’

る。一 一　　・　 ’1’ ・読

　第13表にみられるように〆ンバ←の年令はi 幼児，小

学校低学年児をもつ母親が78．2％と大部分であう5現時

点でほこの年令配分は当然のことといえるが，将来子ど

もの年令と共に脱会する結果になる。座談会の席上での

声にもあづたが，地域につな溝りをも疹ズい くには身子

どものためになる活動ならぱ， 子供の年令に関係なく参，

加していきたいという声もあった。これにづいては，・幼、

児 小学生をもっ母親が中心であってもi1 地域め子ど庵
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会　長 副会畏

運営委員会

地区代表 班長

　（班員）　　　（班員）

第13表　メンバーの年令

班長
（班員）

班長
（班員）

年令別
実　　数 ％

21－　30才
48

36．1

31－35才　1 56 42．1

36－4・才　1 23
17．3

41才以　上
31

2．3

N．　A、
31

2，3

の育成に対する関心を高め，連帯を強めていくために，

かつτの中費的母親クラブのメンバーとして，高年令児

の母親でも参加してよいゐではないか。秋田では，これ

らの点を考慮してン「親の会」として，父親の参加と共

に，竿令簿年5g才以上の祖父母の立場での参加も多くみ

られた。

②プログラムの活動展開

　活動内容としては・子供中心のもの・親自身の教養を

勘るもり・ 靴子鮫流鹸郷鵠そり他がプ・
グラムに組まれている（このことほ，D，Eの調査から

も同禄め結果が出されている）。親子間で，役割分担を

しながら活動し，親子の相互間滋新発見をしあいながら

活動展開をしている，頼もしい状態のものも見受けられ

た。親子間のつながりを核とした，プログラム活動によ

り，更に地域社会の住民の相互関係を通じて連帯が生ま

れるような，ダイナミックなプログラム活動が望まれよ

う。

　活動後の評価は，どのような方法でなされているか。

その多くは・役員会での反省会69・1％，アンケートなど

によるもの15。1％となづている。前者でも，活動の分

析，子どもや参加者の状況分析まではしていない。いわ

ゆる感想程度のものである。簡単なスケール方式を用い

た評価の様式を考慮し，それによって意欲的に次の活励

にのぞめるリー ダーとしての姿勢を向上させる方途を考

える必要があろう。同時に記録のとり方などの指導も必

要なのではないだろうかo

　プログラム活動をすすめていく過程で，地域内の他み

団体との交流の有無をみてみると81．2％が何らかの形で

楽流の機会をもっていることがわかる。ただし，この交

流のし方が問題である。ある地域では，班存の子ども関

係の団体と対立的関係になっていることもある。地域の

実状に合せて，既存の団体の機能の中に母親クラブの機

能を充分とり入れられることもできるのではないか。要

するに，地域社会の子どもとして，健やかな成長をはか

るための母親をはじめとする地域の大人の働きかけが，

その主たるねらいであること を忘れてはならない。

第14表　交流のある組織

租織
％

子　ど　も　会1 24．4

婦 人 会 19．9

P． T． A・1 16．6

町 内 会 13．3

老人クラブ1 8．9

青 年 団 7．4

B，G．ス　カ　ウ　ト 1．5

宗　　教　　関　　係 0．6、

赤　十　字　奉　仕　団 0

そ の 他 7．7

　それがどのような内容での交流か，をみると，母親ク

ラブ活動への理解と協力を求めるもの30．1％，相互交流

をはかるもの28．8％その他，施設や部屋の活用，資材

の借用，資金の援助を得ることを目的とするもの29，8％・

となって》・る。交流の初期の理由は何であれ，それを契

機に地域社会での子どもに関する活動の相互連携のでき

る雰囲気を作り出す努力をすることが必要である。交流

をもっていないクラブの62．9％が今後計画したいと述べ

ていることは，今後の動きを期待し得るということにな

ろう。

③グループの維持とり一ダーの在り方

　母親クラプの組織化を考える時，その核となり得る小

桀団のあり方とリーダーの機能の仕方が，そのキーポイ

ントといえるであろう。まづ，グループの維持を持続し

ていくための一つの尺度として，参加率が考えられる。
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第15表，参加の割合 第17表　リーダーとしての悩み

実　　数 ％

ごく一副
36

27．1

3　割　く　ら

5　割　く　ら

7　割　く　ら

全　　員

N、　A．

ヤ・

い
1

いl

　　l

　　l

29

24

25

17

2

21．8

18．0

18，8

12，、8

1．5

第工5表に現れているように3割以下48．9％である。地域

住民のうち，対象年令児童（小学校生徒をもつ母親）の

3割以下ということは，決して望ましい率とは燈えな

い。知らないうちに会員になっていたとするクラブもあ

る。グループの維持のための条件に，メンバーの一入一

人の参加意識が明らかにされてヤ・ないところで1劃長続

きする術もないと言っても過言ではない。求ず，クラブ

の意義をは疹きりふまえ，無理のない状況下で動けるこ

とが，木叩であることを忘れてはな昏なヤ’。

第照表　リーダーの選出方法

実数　％　M，A。．
1

L会員力鞭的でない　1512L213＄3i

1螺騨なサブリーダー列36 国gl’伽

副繭に運齢醗　卜341砿・1 2ε61

4綴雑灘てくれ碍1231軌51・乳3 1

臥難曾鰐蟹ぞiまちまち1・71乳・1捻8i

晒動する場（鰍）がない1・21a・1駄・ 1

乳会員数砂加　　・1・・屯61＆3

＆謬甥蕪驚く・入い11生61・・絃3

噛黎蕊気騨の理劉71刺ε3
・αぞあ繍纈舳巨・1　1翫3
・L人醐齢よくなヤ・　121砿81・・5

・臥そ．の他　　1・41・臥81・軌臥…

・a別に鶴なし　’二1・51危21加

N・A・　　1・1軌41軌8

選出方法
％

役員がす》せん
1 25．0

前任者のすいせん 3．7

会員間の語し合い 66．9

そ　の他
1 4．4

　リーダーり選出方法は，そのほとん どが会員問φ話し

合いになっているが，果して，話し合いのプロセスを充

分ふんでいるかどうか疑間であるo欠席裁判で決められ

たという声もあρた。役員の推せん・前任者の推せ々の

いずれもンその内容は，行政指導にあたっている人のす

すめ，あるいは，やや命令的な状況下で受けさせらむる

という例が少くない。

　現時点でりrダーとしての悩みは7第17表によっても

分奇ように，第一がンメンバrが積極的でないことであ

る。それに加え，サブリーダー溝いない し，リーダーと

しでは，非常な緊張を余儀なくされていることになる。

　活動への理解がまちまちである，専門家の協力がな

い，地域の人々や関係機関の協力が得られないなど，∬

一ダー自身の問題より，外側条件不満が， 』悩みとして大

きく影響しているこ とがわかる。会員が積極的でない，

定着性がなく 入れかわりが著しい， 会員数が少ないなど

（注）r　M，A。一乙2種以上の回答をしたものを7調査回数

　　で割ったもの

は7リーダーとしては深刻な問題であるゲこれらの点・

は，多分に行政償導のあり方の検討が必要であろう。す

なわち，スーパ」バイザー’（クラブリーダー）の機能を

果し得る担当者の配置が望票れるのであるびまだ形態分

み整えたクラブは，リrダーが著労するばかりでなくγ

その苦労が実らず∫．グループそのものも長続きしないと：

いう結果を生み出すとめえよう6

　リrダrの機能とやう点を考えてみると，その前提に

第一に，人間としての自己をみつめ，自己理解のできる

状況を作り出すこと。第二には，集団維持機能であり・，

集団に対する最低限度の知識と技術を身にっけ，学習し

再び，身につけていく過程を通っていく日常の努力が，

要求されるのではないだろうか。第三は，プログラム展

開能力が必要だと思われる。っまり，．管理能力が肝要で

ある。

　行政とのかかわ窮という点について，．まず，母親グ

ラブから地方自治体への期待については，第18表の通り

である。そこに示されている行政の役割はジ物理的必経

済的，人材提供による援助が期待されているQ活動費の

補助は，ある程度の割合をはづきりさせて， 地域社会で

は，可能な限り住民自らの枠の中での創造が前提どなら

なければならないQ
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第18衷　地方自治体への期待

％

活微の補助 　　　『　3砿7
活珈励羅　　　1　・α2
騒の資料の撒　　　1　％

リー外の獄　　　1　獅
輔獺の養成と醐　　1　蜘

その 他　　　　1 　U
聾　A・　　l　L・

第19表　活動の利用施設

実数　　 ％
M．べ．

％

童厚生員が会場作窮走りづかい，記録作成をするとい

ったような現状では，クラブペのアプローチは，あまり

意味を見い出すことができない状況である。

第20表困った時の相談機関。人

児童副　7113乞・153，4
公民館142121・913・．6
幼欄・保育園 1281・4・6121，5’

％

夫　　　　　1　乳4
友人　　　　l　a・
会員の勅誰か　　1　2Z3

臆こ附る専門家　1　45

駐獺　　　　1　冊
学校の先生　　　1　＄9
鰍轄所（獺）　1　・・．4

児醜（獺）　　1　卵
社会鰍麟会（職員）1　鳳4

その他　　　　1　駄4
学 校1161鼠＄1・2，・ 第21表　困った時，相談できればよいと思う人ゴ機関

神社・寺 院1

福祉センタ引
713矧5，3

婦人会酬
6卜3…1生5
1「α51・，8

その矧　2・ 1．・α9． 115，8

　リーダーの鐡2為％，一尊卜職飾養磁碗麟．o％

は，非常に大切な行政への示唆と受けとづてよいのでは

ないか。又，活動の場の設置⑳．2％が結果していること

・は，できるだけ整備，指導することが必要であり，行政

・の機能は住民と共に協働の体制が整えられ，・ 民間が動き

やすい条件整備は充分になされてしかるべきではなかろ

うか。このこ・とは，調査Dの母親クラブから児童館への

要望についての項目で，「児童館の増設と施設る設備の

・拡充をはかってほしい」43％，「児童館職員の増員とク

ラブヘの援助協力を期待する」37％という数字からも，

i同様のことがいえる。

　第19表が，活動の際利用する施設であるが，その多く

1は，児童館，公民館，幼稚園。保育園であるが， そこに
は， 文部行政，厚生行政との関運をスムーズに運べるよ

うにしなければならないという難問がある。 母親クラブ

の運営にあたっては，門応，児童館を活動の拠点にして

ヤ・くことが前提条件としてあげられてヤ《る 。しかし，調

査D・Eから出された結果のように，母親ク ラブの会合

では，児意館長が座長，司会としてすべてを指示し，児

％

会員に 8．3

児童の専門家 16．7

学校の先生 8』3

福祉事務所職員 16。7

児童館職員 41．7

社会福祉協議会 8．3

　次に・リーダーが活動上困った時の相談相手としては

第20表に明示されている。又，第21表にもみられるよ

うに， 公的機関の職員に58・4％と期待している。これら

の状況をふまえて，児童館職員，福祉事務所職員の地域

児童担当者の現任訓練などの強化が望まれよう。それに

加えて，杜会福祉協議会職員オルガナイザーの機能も合

せて考えることも必要である。つま堕，地域の絹織化を

はかるためには，チームの組める諸機関，団体，施設の

担当職員の質の向上と諒解点をどこに求めるかの基礎づ

くりのできた上で，考えられていくべきである。

C　・グループ。インタビュー

［事例］　1）秋田の場合

秋田県主催による「親の会代表者会議jでの代表者の

発言の中から，K氏の発言の要旨を簡単に紹介してお
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く。

　K氏の所属する親の会は・次のようなきっかけで結成

された。数年来・子ども達が毎朝ラジオ体操を熱心に続

けている姿にg親が協力して，何か子どもゆためにして

やりたいという声が広がったのである。会結成後は， 子

ども逮の日常的なラジオ体操を支援する活動を基盤に1∴1

計画的に1地域の親と子の交流プ々グラムが拡犬し』展・

開されてきている。よ、り効果的に活動を展開するため

に，・k氏1まデ行政ぺの期待として1・ユ）他の親め会など

との交流の機会を積極的に設けたらどうか。それぞれの・

親の会は，地域的な特徴をもちながら活動している。『だ、

が，いつの間にか形骸化した活動になってしま う恐れも：

ある。 他の会との交流活動を遇じて，お互いに啓発され

るヒとが多ヤ・と思う6、2）地域の親と｛子が》気軽に使用．．

できるキャrンプ場，・宿泊施設などを設置しでほしいさ

　（社会資源の整薦）ゲ3）親のリ←ダー講習会等を開催

すべきだ。親自身の成畢参子琴もの育購に1ま不可失なこ、

とである。子どもはどんどん時代1に即応1しっづ成長す

るじ親のリーダー講習会等を通rじて，新しい知識や指導

方法を身につける必要がある。1

　［事例■2）愛知の場合』

　前述した如く・．，グラブの会員になる契機の殆んどは』

．

積極的な態度での参加でない6・ヒこに紹介するクラブ

は1市の担当者F氏により 1まず母親クラブの主旨の徹・

底をはかるこ とから始められだクラブであるO・F氏は｝

市内で催されるあらゆる子どものための会合ジ講演会な

　どの際に出向き，母親達の声をきくと共に，グラブの内

容を話してきた。時期をみて，市からの呼び．か け』と レ

て・「母と子のっどい遊騨唾通搾弩興母琶
達が，その必要性を体感し，r』自主的忙集いをもづように

なった。遊園地に対する関心ジ子ども達の遊び場に対す

る関心が高ま窮花壇作りなども始まった6婦人会の一・

部の人が参加したり，PTA関係者，保育園・幼稚園σ

関係者などが相互に声をかけ合って， 任意参加ではあるrl

がジ70名をこえる参加がみられている。

1市の担当者は，、常に次のよづな呼ぴかけをし， 助言を［

している。 その｝っは，、．、「子ども1は子どもとしての生き一

方渉ある」そして「母親は母親どしての立場がある』、ご

の両者のこ とを母親 と』して、よく吟味しジどの ような働きF、

カ》け・活動をしたらンよV・カ㍉考え．ることが大切であるo』 ’

rその二はレ 「母親としてどのよラにしたら子どもの心・

と触れ合うことができるか」触れ合いとは「どんなこ ど

を意味するのかζ意志疎通 とはダ何をもづていえる の・

か士などを考え1させ惹機会を与えている。その結論に顧

近い母親逮の回答が，とにがく「話し合える場」を作る’．

ごとだ，’との自覚のもとに，クラブの動きが開始した励・

である。

　母親自身がプまず実感を得， それをなしつづ，どのよ1

うに子どもに， 又ジ家庭にそれをもちこんでいったぢよ1

いのかなど1 自頃の生活φ リズムにのった活動をしてい’

る。結成後まだ2年・㍗これからのクラブの展開が大 き・

な舗と泌う・グルザ鰭欝垣間駐畷自ピ
身溝克服できる素地をいかに作り 出していくがタ行政指1

導の方向とアプローチの異体的指導が必要どされよ．う玉。』
＝

1。　母親にと1マての意義

IV　母親クラブのあり方（意義〉』

・現代の母親は過去の時代の母親に比べ，育児や教育に1

関した知識は幻非常に豊富である。このことは，母親の

学歴の著しい向上と∫マス・ゴミによる情報提供の機会の

増加という二つの条件による ところが大である。二 農村地

帯においては，かっては母親が小学卒のケースが圧倒的

に多かったが， 現在では高校卒が増えており，都市部に

おいて弄まヂ大学の卒業者溝増加の傾向にあるのが現状で

ある。 しかし，、同時に育児や教育にっいて7「不安を感じ

ながら∋子どもの養育に従車している母親が増えている

ことも審実である。母親であって母としての機能を果し

ていない母親の増加 どいうことがさかんに言われ資が，

母親としての自信を失い，育児や教育の目標を見失っ

て，右往左往している現裡の状態では，そうしたことを

いわ恥ても仕方がないともいえる。

　更に，家庭内や地域1ζ適当な相談相手をもたぬ母親達・

は・常に孤独をかこ ちダ』自・ウ ⑫世界に閉じこも’リダ不安・

を強めてゆく4と匿なる。歳この他，現在の地域環境は，〆

一歩外に出れば危険準いっぱ燈で，・幼児がr人で外に出・

ることは，命がけめよ うな地域も少なくない。

　こうした事態の中で，1母親達の生活を改警し1望ま1ン

恥方向に向けて ゆくために書勾一 人個人を対象とし， r個＝

人個人の動きに期待す衝ようなや・り方では・母親の不安・

を取り 除き，安定レた生活を期待すうζ≧曝不可能であ．

を。やはり，地域の中にとけこみ，周囲の人々との連帯

の下で，安定した生活をつぐるべく努力 し塗ければ雰彰

、ない。そうした意味で母親クラブの如き坤域粗織の存葎

の意義は極めて大きい。子ども㊨問題にρめてφ藷し食

￥・の中で，そ⑳多くは解決されてゆ．ぐはずであ．る6ゴそし

て，事故防止の運動にしても，地域の母親達が手をづ琴

いで，子どもを守ることをしなければ，幼い命を守るこ
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とは不可能に近いであろうげ

2．子どもにとっての意義

　子どもにとって母親クラブは如何なる意義をもつかと

rいうことは』母親にとっての意義と裏腹の関係にあるも

のである。母親がしっかりした養育を行なうことが可能

1になれば，子どもは当然順調な発育なり発達を遂げるこ

とになるであろうし，母親達が手をっないで安全確保の

’ための活動を行なえば，子どもの生命は保障され，日常

、曲活を安全な環境の中で安心しておくることが可能にな

る訳である。又，読轡活動のような活動は，子どもの教

’養を深め，豊かな入間性を養う基礎と なるであろうし，

親子の交流活動は・子どもと親との愛情関係の確立に寄

与し，両者の間のりな溝りと理解を深めるために大いに

＝効果があるであろうo

　いずれにしても，子どもは地域社会の中で育つもので

あり ，1 こから全く隔離したところでは決して生活する

ことはできない。地域の子どもや大人逮との接触の中

で，社会生活の何たるかを学び，共に生活することの重

要さを理屈ぬきで学んでゆく。最近，子どもの世界にま

で大人の場合と同じように，誤った形での個人主義が浸

透し，地域の人々との連帯が崩れっっあるといわれる

が7もし，成長期にそうした生活経験をするようなこと

があれば，成人したあかつきにおいても，地域を愛し，

協同して自分達の生活を守る術を身につけた人間は育た

ないであろう。人と人との結ぴつきは・ 決して一朝一夕

1にできるものではない。日頃の生活の積み重ねの上に初

めてつくられるものである。母親クラブの活動を通じ・

・子どもたちが地域社会というものを肌で理解しンそこに

生活する人々に愛情を持っことができたとしたら，それ

は彼らにとって素晴らしいことを学習したことになる訳

である。親子の交流活動を通じて得られた人間に対する

愛情は，地域の入々の結びつきの中ぐ，更に高められ深

・められることが期待される。

：3。地域社会にとって

　地域社会にとって母親クラブは如何なる意義をもつか

というrことは， 親にとって，あるいは子どもにとっての』

意義を更に統合した形で考えてゆくところから明らかに

されるであろう。要するに，その地域社会に生活する親

や子どもの生活が，充実したものにな窮横のつなぷり

が強化されて安定したものになることは，その地域社会

自体の向上を意味するであろう。

　地城社会が荒廃したところに人々の幸福は期待できな

い。しかし，残念なことに，現在の多くの人々はそのこ

とに気付かず・おのれ一人の生活を守ることに汲々と

し，その結果おのれ自身の生活をも崩壊に瀕するような

状況に追い込んでしまっているのが実情であるるこうし

た状況は・都市のみならず炭村にまで及んでおり・かつ

ての如く・地域社会の中に人の和を求めることは・極め

て困難になってきている。母親クラブの存在意味は・そ

うした地域社会の人々の住民エゴを打破し，それぞれが

自分の生活を大切にするのと同じように地域社会を大切

にし，、自分達の手でそれを守ることを知らせるために絶

好の場となるものである。そして，自分達の生活の向上

と充実を母親と子どもとが手をたずさえて行なうことび

可能になった時，その地域社会に生活する人々は，人問

としての喜びと心の安定を得ることができるようになる

であろう。つまり母親クラブの活動は，地域の人々全体、

．の人間性の回復にもつながるものなのである。

4。家族の機能との関連において

　家族がもっ機能と母親クラブとの活動とが如何なる関

係で結びっくかということについては，母親クラブの活

動の内容によって違ってくるが， 家族のもつ養育の機能

や教育的機能の強化に，母親クラブの如き地域活動が，

大いに力のあることは♪そうした機能魁前述した如

く，決して一個人，一家庭の力だけで充分な機能を果し

得るものでないことを考えれば2当然な訳である。つま

り・母親クラブの活励は・家族の強化のためには必要な

もので，その不足を補い，子どもの養育や教育を好まし

い方向に向けてゆくためには，非常に効果的に働くもの

である。家族の中のみにとどまった状態での養育や教育

には限界溝あり，広い社会的視野の上に立つことも不可

能であろう。新しい時代に即応した積極的な形での育児

なり教育は，やはり地域社会の人々との結びっきの中か

ら生まれてくるものであるoかっての如く，家族機能の

殆んど全てが地域社会との関係の下でなくては考えられ

なかった時代とは異なり・今の時代では・地域社会をと

ぴこえたところで，家族の機能がマスコミや多くの種類

の社会機関と結びついて働いている訳であるが，そうし

た状態は・家族の機能そのものを・ある意味では非常に

歪め，空虚さを常に蔵したものにし，人々の生活を不安

定にしていく可能性をもたせることにしている。ここに

家族崩壊といわれる現象もおきているのである。母親ク

ラプの如き地域組織活動は，そのような危機的場面から

人々を救うものにもなるものといえようo
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V 母親クラプの地域的独自性とその組織化め方向

　地域社会み生活1こ密着した活動展開を自的として， 母

親クラブは組織化ざれることが望ましい。活動内容もこ1

の生活に結びっいた地域二一・ドに即したも4）であること

が必要で，一律に内容の規定をじてはならない。

　地域性を前提とした活動は， 子ど もと親との関係過程

を，家庭とヤ・う場ピおヤ～て創り出してゆく素地を培って

ゆぐとい』えるる要するに，地域社会の二一ドに的確に対

応できる活動プログラム溝必要であると同時に， その必

要性がメシバーである母親一人一人の問題として，受け

とめられるべき実感を体得しえていることが，まず第一

にあげられる課題である。

1。子どもを蝶介としての母親の連帯

　現在版「家なき子」の増加などといわれているよ う

に，親の蒸発による子どもの置去り，家庭崩壊による親

の家出，といったものを筆頭に，形骸化された家庭も多

い。と同時に，逆に過保護による子どもの成長過程へ悪

影響や，働く母親の増加と共にン多くみられる経済的物

的なものでの親子関係のすりかえなど極めで好ましくな

い状況下におかれているのが児童の生活の現状であるる

　一方，核家族化の傾向は，家庭の状態を変客、させ，却

って児童にrとづては， 生活の営みの中での人問関係（親

子，同胞）を阻害している。 家庭は単なる消費の場であ

窮家庭にある親の姿から勤労の意味を見出すこともで

きず勤労の体験から児童自．らも疎外されている。 すなわ

ち，1 なく生んでより・よぐ育てるといった考え方が，児

童を受身の学校生活にゆだね，勉強，勉強といって一流

校めざしての生活展開を強いている周囲の期待を負いき

れない状態に児童はおかれている。』 こうした状態をふま

えて，家庭の機能の責任の再確認と，そこで果しえない

役割を補い，又，そ⑳家庭の役割を越えて，児童が自由

に，、伸々．と行動できる仲間と場が与えられるようにする

ことが大切である。児童自身が自ら汗して働く機会も与

えら塾るべきである。このような場作りは・まず辱親自

身の地域住民どしての運帯に基いた意識の基盤を作り出1

しておかなければな らないo

　地域社会における母親達の連帯による活動を目のあた

り．に七て，児童はそれぞれ児意同志の連帯を身をもっで

体験してい・くのである。 むしろ， 児童の人格形成，特に

社会化過程の基本的態度が，母親の地域連帯にかかづて

いるといっても適言ではない。連帯といっても，地域社

会の範囲が問題となる。又・その限界もある。従って…

小学校区を一単位と・して， その中をいくっかの小集団に

分けていくことが，妥当であろ渥．まずセ保育開，．幼稚

園，小学校児童をもっ母親ゐ関係を出発点とする；とが

望ましい。・P　TA，保護者会などの機会を活用すること

もよいが，あく までも母親自身の主体的なかかわり ．を促1

進することが望ましい5　　　 ．一 　　㌧
　子どもの問題には，rどんな母親も関心をよせ，その欲

求を素直にあらわすことが可能である6←面において

は，わが子のみといづた感覚も強いこと は疑えない事実

である。うちの子，11よその子を問わず多社会的な視野に

たって，社会の子ども：として日常の地域社会生活で対応

できる状態を作り出しでい：くところこそ重要であり，母

親クラブの本質といえようる子ども八の関心のよせ方・

その活動内容のプログ ラムは∋膨く、求でも地域生活の実

態を適確にとらえ，一その地域社会のニニーグな活動展開

溝望象れるO　 r　》　、　 　、一

2．母親と子ξもとの交流の場作りの契機

　最近，親子の交流の場を旅行などに求めていることが

多くみうけら泌・とかく響聯描単に子ξも達
と共に行動することにしか受けどめられていない傾向が

みられ，特に都市部に目立っている。親子の交流とは経

費を多額に費して何処かべ出向 ぎ，ホテルに泊る＝とい’っ・

たこどをいラのではな く，心理飽共感を意味する。例え

ばラ朝早く散歩などの機会を利粛し，一葉の先の露の日光

に照らされて色豊がな状況を「きれいだねえ」 と共に親

子がそめ美しさに見惚れると．いっだ日常の生活リズムの

中に展開されることが肝要なのである。・従ってうそのよ

うな子どもrとの共感を持てる場づくり、）． 又は状況づくり

が大切である○次にダこの日常性の中での親としての子

どもへの理解を寄せるポィン トをおさえることのできる

素地を親自身が培づておかなければならないo形状的に

親子の読書プログラム をもっだ と・しても，効果は期待し

得ないづその基盤を作り1出す親の努力があってこそジ親

子一ぐるみのプログラムが生かされるといえようQ調査に

もあらわれているように，地域性豊かな行事，1例』えば

「いも煮会』rまつり」『「親子運動会」・」rお弁当会」な

ど，多種多様で，・地域特色を生かし之プログラム作成が

望ましい。

　以上のように，生活の中で児童の文化創造へのエネ歩

ギー炉発生し，自らの生活を如何につくり』出して い・ぐ

か，r子ども同志の仲間と共に・又・他の家の親と共に・：♪

地域住民と共に，体験を通して自分のものとして魅、 ぐ結

果をもたらすのである。各家庭シ各地域社会に今甘まで
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伝承されてきた文化が，子ども達に継承され，世代間の

つながりを深め，それが地域社会所属意識や運帯を自ら

生み育てることにつながるのである。

3、母親自身の学習の機会

「人の振りみて我が振りなおせ」という格言があるよう

に・母親が家庭に引きこもっていたり1母親の生活の視

点を我子のみに集中させていたりしていては，親とし

て，子どもに対応する客観性をもっこrとは不可能であ

る。母親クラブという場を活用する意味は，子どもに対

する生活上の諸種の態度，見方ブ考え方など，多くの同

じ子どもをもつ親の経験として，相互に学ぴ合うことに

ある。更に1それら．を受け容れる余裕（心理的に）をも

ち，親としての人間自身を知る機会となり得る。つま
り， 母親達が小集団での情報交換をしジその中での共通

間題をとり上げ，語し合うことが必要とされる。そし

て・問題や課題にむかって解決の途を見出し・．それを実

践すること炉まづ第一である。母親という共通の立場を

もった者同志の相互刺激と相亙受客によって，一方的だ

った自分の子どもへの対応をひそかに反省し，又，これ

でよかったのだという確認をしたりする。このことが真1

の学習で姦る。著名人の話を聞くこと、や，研究会，抄読

会ぱかりが学習ではない。むしろ，上述したように母親

自身が主体的に問題にぶっかり，解決の途を絶えず見出

していく過程こそ学習であるo

　つま窮親子の問題，生活上のあらゆる問題など，特

に生活に密着した，誰しもが共通にもっている疑問など

をとり上げて語し合ったりするこ．とが大事である。一般

的な課題では，かけはなれた実態のともなわないものと

なり，関心が具体化しない，具体化される過程に学習の

意味があり，学習意欲が生れてくるのである。その状況

作りの最も重要なことは，クラブリーダーのあり方，そ

れに加えて行政を含めた指導的掌場の人と～その地域へ

のかかわり方如何が，その方向づけを決定するともレ・え

そうである。

L　行政指導のポイント

W母親クラヴの組織上の留意点

　行政指導担当者（育成者）が，母親クラブの本質をど

う理解し，指導しているか，その姿勢と育成者自身の資

質によづて，クラブ自体の体質は規定される。例えば，

今回の調査対象となった地域においても，ある地域で

は，親の会として，既存の子ども会との連携という形で

母親クラブが地域社会の中で機能しやすいように縄織化

されている。それは・画一的な母親クラブ像で地域の母

親を束縛してしまうのでなく，そこには育成者が地域の

独自性を把握し2 母親と共にクラ ブを育成するといった

柔軟な姿勢がみられたo　しかし，i．他の地城の中には，全

体として上意下逮的な要素があり，、やや行政先導的な感

じを受けたところもあった。つまり，そこでは行政側の

母親クラブ像をそのまま地域の中に実現するといった姿

勢が育成者の中にみられた。このような状況のもと、で

ほ，　鵯私達のクラブルといった主体的方向性，自律性が

疎外されてしまう危険性さえある。

　ここで，注目しなければならない原則は，クラブの主

体はあくまでも母親であり・行政は・その活動を支援す

るものとして，国，1地方公共団体の行政担当者は，母親

の穣極的行動を啓発するバィ・プレーヤーとして存在す

るということであるo、このような原則を基盤として，

1）行政先導型でなく，主体性啓発型の指導の意味を充

分に理解することが踵要となる。2）母親クラブに関す

る画一的なイメージを母親におしっけるのでなく少母親

自身の二一ド，地域の下位文化を統合した独自なクラブ

のイメージを探索すると同時に，母親自身の間題意識の

高揚を通して，主体性をも啓発していくこと瀞重要であ

る。3）そのためには・育成者は・ ただ単に事務的な仕

事にとどまることなく・クラブの発展段階に応じた支援

をすべく技能を有する必要炉ある。ケースワーク・グノヒ

ープワーク，コミユニテイ・オーガニゼーションに関す

る知識と技能の修得，地域社会，児童福祉の理解なども

重要となろう。4）以上，ここで指擶した要素を行政指

導の中に実現するために，母親クラブの育成という狭義

の児童福祉の枠にとらわれず，総合的で，しかも専門的

な児童福祉行政展開のための研修プログラムを，行政担

当者（育成者で児童館の児童厚生員等）を対象とし，

県，国のレベルで開催することが必要不可欠となる。

2，地域住民の意識の変革とリーダーのあり方．

　戦後の工業化社会への移行の中で・都市化・核家族化

現象が顕著とな勤都市地域であろうと農村地域であろ

うと，生活する人間の運帯性は稀薄にな窮異質性ブ違

和感，孤独感を胸の内に感じっっ7連帯し，お互いに支

援し合うことも忘れ，逆に他罰的にさえなり，自分の世

界にとじこもり，日々の生活に空しさを感じつつも，1流

されてしまう状態さえ現出している。社会における最後

の砦といわれた家族においてさえも，核家族化が進行す

‘
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る中で，異心同居家族と称されるような，連帯性を失っ

た個々バラバラの人間が存在．し同居するといった奇妙な

現象さえ起っている。

　今回の実態調査においても「入会時の母親クラブ活動

への期待と評価」において，若セ・母親ほど「子どもの育

て方や教育にっいてより多く学べると思った」ヂ「近所

づき合いが深められると思った」の，より個人的次元の

安定化を求める期待の劃合が高ヤ）ことが示されている。

特に，愛知県の20代の若い母親には，r地域の子ども達

のために役立つと思った」の地域的連帯性への期待が皆

無である。

　ひとりひとりの母親の安定，更に地域的連帯性の啓発

と高揚は，今後，地域での児童福祉活動展開の上で，最

も重要な課題として現出してくるであろう。

　このような課題を地域レベルで解決していくために

は，育成者の資質を向上させると同時に，地域の伝統的

な防衛文化に依存している
星尾 域ボス”的なリーダー

や，特定のイデオロギ」に固普埋没しているリーダー，

鵯何でも屋”的リーダ」に育成者や住民がとまどわされ

ることなく，地域における真の必要性を母隅と共に探索

し，住民主体め児童福祉計画の展開を遂行し得るリーダ

ーの養成が垂要となるo

3．地域性と独自性

　母親クラブ活動が展開されている41都道府県のそれぞ

れのクラブは，その母親が生活している地域的個別性に

基づいたクラブの組織化・活動内容の展開が重 要とな

る。

　そのためには，まず，地域での日常生活次元に起って

いる児童の健全育成を疎外している要素，っまり，地域

の剛性薩喋必羅（刊、ド！の綿と把騨まず
行われることが必要である。r例幻ば，長期出稼ぎ炉多く

父親不在の多い地域，過疎地域や新興地域の如く児童文

化財の不足している地域，大都市の如く人口密度が高く

子どもの遊び場が不足し，事故の多発している地域，多

くの家庭婦人が内職やパートタイムの労働に参加してい

る地域など，それぞれの地域生活は， 個別的な歴史性≧

文化性の中にあることき常に留意する必要がある。

　又，それぞれの地域には， 子ども会，青年会，若 妻

会，婦人会， 赤十字奉仕会季老人クラブ・部落会ジ自治

会（町内会），政治団体，濃業団体，社会福祉協議会の

瘤導のもとにあるボラッチィァ・グループ，教育委員会

の指導のもとにある社会教育団体など，多くの既存のグ

ループや組織が存在し，地域生活の中で， それぞれに機

能している6これらの既存の団体との関係を如何に保っ

かということも，非常に重要なことである5中には重複

する活動もあり，活動内容の調整が必要になってくるで

あろうが，噸から両者の間に連絡が弦く保た膓活

動に対する理解が徹底していれば，そうした時の調整も

自然に円滑にゆくはずである石どちらが1リーダーシヅプ

をとるかというごとで， 無駄な争いをしたりするよ うな

ことがあれば，、地域住民の活動への関心を低めう参加へ

の意欲をそいでしまうであろう。そのためには1日頃か

ら地域組織の団体やグループとは，話し合いの機会をも

ち1互いに活動をもり土げていく努力がなされなければ

なぢなヤ’。母親クラ ブは母親クラブの中だけでという

　賦縄織エゴ”に埋没したならば1地域への貢献度も少な

くなろう。こうした謡し合いの中から活動領域も自ずと

明らかにされるはずである5

慨　母親クラブの運営上の課題

1．母親クラプの本質

母親クラブの任務として，厚生省児童家庭局は次のよ

うな見解を示している。

　母親クラブ毒，家庭の母親に対して，家庭養育につ

いて正しい知識と技術を与えることを活動の目標とす

　るものである。具体的には次のような；とを任務とす

るものであるo

　（1）児童の余暇指導，1家庭における児童の養育につ

　いて正しい知識と技術を母親に対して与えること。

　（2）母親相互の親睦をはかり，協力をもっで児童の

　育成にっとめること。

　 （3）児童館（児童彫生施設＞と密接な連繋を保ちな

溝ら，その他家庭児童相談室（福祉事務所）等施設，

　機関の活動に穣極的に協力すること。

母親クラブは，郡，．学醐好ども齢つ騒がヂ
心になり，地域セあ窺と子の交流活動を通して，相互の

協調性を養い，同時に地塚的連帯性を啓発しつつ，地域

での児童福祉の動果的展開を期待するものである。ぞの

1ためには， 母親が自己の価値観や生き方を』児童に一方

に強要するのではなく少共に考え論じ，新しい創造的な

生き方を探索する姿勢が必要である。まず母親自身が』

共同学習を通じて，現代の社会的，文化的諸条件に埋没

することのない主体性を実現することが重要である しジ

そのことが，地域の防衛的機制や束縛に埋没することめ

ない健全な児童に育成することにもつながるであろう。
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2．活動プログラムの展開上の課題

　実態調査によると夕5割強の母親が「月に1回」，2

割弱が「月に2回」また3割弱の母親が「夜」に，2割

強が「午後1～4時j頃に，2割弱が「午前中』に，更

に約5割の母親が「2。3時問」，2割強が「1。2時

間」のクラブ活動に参加していることが示されている。

　これらのデーターから想像されることは，講演会，映

画会などの催物的な行塩が中心に展開されているのでは

ないかという懸念である。プログラムの企画やその主催

にのみ目を奪われやがて今日は何人集った，と頭数を

非常に気にするといった表面的形式的な関係に流されて

しまっていることはないであろうか？。いまここに存在

し・刻々と生きている（体験している）人間を見失って

しまっている状況・っまり，クラブがメンバーの入間性

を疎外してしまっているような場合，このような規範が

できてしまうと，メンバrの発言も形骸化してしまい，

真の思いを発言しなくなってしまう。こうなってしまっ

ては》新しいメンバーの参加どころか，既存のメンバー

でさえも・クラブヘの魅力を喪失してしまい，やがて，

おつき合いだから，義理があるから仕方がない，という

ことになり，そのうちにひとり去堕，ふたり去りと，ク

ラブ自体も解散せざるを得なくなってしまうし，地域的

連帯など全く不可能になる恐れもある。

　ここで注目すべきことは，「母親クラブは活動を通し

ての母親のよき学習の場であり，更に母親の成長の場で

ある」ということが，決して行事屋になることでも，知

識の切り売り教育に偏向してしまうことでもないという

ことである。つまり・プログラムは目的ではなく手段で

あり・私逮が求めているのは，知識と人間性とその行動

が統合化された親と子の人格教育の場であり，人間福祉

実現化のための地域的諸活動である。

　以上のことを基盤に，先に述べた既存の諸グループ，

団体との機能上の相互提携，相互補完計画を遂行女るこ

とが重要である。

3。家庭の機能の問いかえしの機会

　時代の変化と共に，本来家庭で果すべき機能とされて

いた一部は・制度として，またその時代の常識として，

社会に移譲されていっている。例えば，教育機能は学校

に，保護機能の一部は児童福祉施設などへ，時代ごとに

より多く社会的養護に移譲されているのである。一母絹ク

』ラブの必要性と独自性は・これらの接点（家庭と社会的

養護）を如何にっくり出しンバランスをとっていくかが

鍵といえよう。

　家庭の基礎機能の中での生産と消費の機能のバランス

は崩れており，消費生活の単位として位置づけられた家

庭においては，欲求のままに見栄の生活の出現をみてき

ている。それが教育ママや，投資の対象としての子ども

への見方が・何の抵抗もなく親達の間で，また社会で通

用してきている。それが，わが子への最も愛惚をかけて

いる姿であるかのように錯覚をおこしていることが多

い。更に，物質的要求が強くなり，それがもとで夫婦関

係の稀薄化を招き，社会問題の発生を招いているような

憂うべき現実もある。

　児童にとって・家庭と社会との関係を適切，円滑に結

びつけられた環境の中で育成されていくことが大切なの

である。そして，その環境下で日常生活を通して学んで

いくことが大切なのであるが，それにもかかわらず，家

庭と社会・学校の溝の中に児童は追いやられている。登

校拒否や小児ノイローゼ慶はては自閉症児と諸種の現象

をひきおこしていることは周知の通りである。

　新聞紙上をにぎわした子殺し，産み殺し箏件の背景に

は，複雑な問題が潜んではいるが，親としてのレディネ

スのない状態で子どもを産むはめに陥っていることが多

く，親としての養育機能の意味も全く知らないといって

よい泰柄が多くなってきている。家庭の固有の機能とも

いうべき生殖機能一→養育機能および性的機能一愛情

機能においても，家庭とは別の考え方の中で実際的行為

としてなされている例も出てきている。未婚の母の増加

なども考えねばならない問題であろう。

　母親クラブは，園児，学童期の子どもをもつ母親が実

態としては多いが，この20代， 30代の母親が中心にな

り，結婚前の青年期の男女，青年期の子どもをもっ両

親，老親など，広い層の参加を得ながら，家庭とは何な

のか，その現代的意味を把握していくことも重要であ

るo

4．研修の考え方，あり方

　現在では，母親達の自己研修のための機会は多くもた

れているが・母親クラブ員としての研修も是非強力にす

すめられることが望まれる。　しかし，現在では子どもの

養育に関した学習が主であって，地域組織そのものの技

術に関した研修などは残念ながら活発になされていると

はいえない。その研修もいわゆる押しつけ的なものでな

く，母親達が自ら計画し，自らの手で実施してゆくもの

でなければならないわけで，形にはまったものから脱け

出し・母親自身の生活全体の向上に役立っと共に，地域

の中における自分と子どもをはっきり知るためのもので

なけれをまならない。

　1）地域レベルのクラブの必然性に関する探索，2）

児童福祉に関する理解・3）地域の児童福祉を疎外して
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いる問題点にっいての理解，4）縄織，運営方法に関す

る知識や技能の修得，5）社会資源の利用方法について

講義や事例研究，ワークショップなどの方法を用い，イ

ンリーダーの養成が，これからの時代に対応する母親ク

ラブづくりの鍵となろう。

5。　プログラム活動推進のための行政の役割

　母親クラブは母親を主体とした組織であり，行政は育

成者として，バイ・プレーヤ』の役割恭重要であること

はすでに指摘した。

　そのための任務として重要なことは，1）地域社会の

住属生活に関する情報を提供すること，例えば，乳児

期・幼児期ア園児，学童期・青少年期の子どもを有する

家庭の実態，名種統計資料の提供，障害児教育への行政

の取り粗み方への理解と協力の呼びかけン個人のプライ

パシー保護に充分な配慮をし，地域の児童福祉実現に関

連するデーターを整術し役立ててもらうことが重要であ

る。狭義の社会福祉においても，施設収容的支援からコ

ミユニテイ・ケアヘの方向性が示されているが，これら

の領域においても・今後地域の母親クラブの協力が必要

になってこよう。2）クラブのリーダーと児童福祉推進

者との交流。児童福祉司，家庭児童相談員，児童委員♪

保健婦，保護司，学校教員など，第一線で活動している

人々との交流をもとに，地域の直面している問題の理解

と協力を促す機会を設けることが窒要である。3）以上

のことを遂行するためには，民生（福祉）》教育，保

健・司法などといった中央の監督官庁のナワバリ行政に

とらわれることなく・統合化した児童育成活動を市町村

の行政担当者が実現化することが垂要である。母親クラ

プと他の団体との提携活動や協力をうたう前に，まず行

政担当者が自らの足元をよくみつめてみること。何故な

ら，行政機構そゆものが，児童福祉実現化を大きく疎外

していることが，しばしば起きているからである。4）

クラブの諸活動を行う場の確保。児亟館，公民館，青無

館など，親と子が気軽に，しかも安く利用できる社会資

源の整備をし，利用可能な施設のリストを作成するな

ど，場の確保についての配慮が重要である。将来は地域

にある福祉施設も，もっと社会化し，活動の場として利

用されることが望ましい。5）クラブの組織の維持・運

営に関し，リーダーが各種の問題に直面すること は多々

あるo行政の側で， 専門職員が各種の相談，助言をする

といった体制づくりが必要となる。これは》ともすると

クラブの管理・統整におち入る恐れもあろうが，先にも

ふれた如くバイ・プレーヤーとしての役割に留意し》行

政先行にならないよう注意するこどが璽要である。

お　　わ　　り に

　今回の母親クラブに関する研究を通じ，常に強く感じ

たこと｝ま，地域住民聾特に母親達を地域組織活動書こ参力目

させ，積極的に自主的な活動を展開させていくことの困

難さであった。ある地域では行政や町村のり一ダーの指

示のままに依存的に活動に半ばお義理的に参加する母親

がメンバーの大半を占めていたり，熱心な母親の呼びか

けに金く応じないで，自分の生活の穀の中に閉じこもっ

ている母親達が，地域に増えているため，活動が龍頭蛇

尾に終ってしまっているところや，それぞれ問題の性質

に違いはあるにしても，現在のような社会状勢の下にあ

っては，地域住民の自主性に基いた地域組織活動という

ものを発展させていくには，多くの困難のあることは，

地域絹織活動に従毒する人々の多くが諏めるとヒろであ

る。しかし，同時にそのことは，それだけに地域組織活

動の必要性が如何に大きいかを示しているともいえるわ

けである。いうまでもなく，子どもは一軒の家の中だけ

の生活から育つものでなく，あくまでもそめ地域社会の

中の生活の中から一個の社会人として成長していくので

ある。従って・彼等が孤立した孤独な環境の中での生活

ばかりを強いられるようなことがあったら，社会人とし

ての人間の成長を期待することは，およそン不可能であ

るo

　そこで，地域の人々の連帯が必要であり，互いに手を

たずさえて子どもを守り育てていく努力が結集されなけ

れぱならない。それには， 適当なリーダーが必要になっ

てくるしシ活動の拠点もなくてはならないo児童館を中

心としての母親クラブの活動は，そうした条件を充分に

みたすものといえよう。もちろん，そのためには・よき

拍導者の養成も欠かせないし1 他の社会福祉機関との連

携も密でなければならないのは当然であるo残念ながら

．現在の母親クラブの活動をみると7まだまだ改善しなけ

れぱならない問題を多く抱えていることは・前述した如

くであるが，それらの問題は，皆の努力で必ず解決のつ

くものであり，今後の努力に期待するところは極めて大

である。

　（尚　本研究は，昭和49年度厚生科学研究費によるもめ

である）
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